
　
６
月
26
日
～
28
日
に
か
け

て
、
広
島
で
行
わ
れ
た
「
全
日

本
民
医
連
第
10
回
平
和
活
動
交

流
集
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
の
各
事
業
所
か
ら
は
総
勢

61
名
、
青
森
県
か
ら
は
私
と
健

生
病
院
の
織
田
さ
ん
の
２
名
の

参
加
で
し
た
。

　
１
日
目
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
広
島
に
て
憲
法
Ｄ

Ｖ
Ｄ
学
習
を
し
た
後
、
全
日
本

民
医
連
・
反
核
平
和
委
員
長
の

花
岡
利
明
さ
ん
に
よ
る
基
調
報

告
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
石
川
文
洋

　
６
月
６
日
～
７
日
に
東
京
で

行
わ
れ
た
薬
剤
部
門
代
表
者
会

議
へ
は
各
県
連
の
薬
剤
師
委
員

会
代
表
や
法
人
の
薬
局
長
な
ど

が
２
０
０
名
以
上
参
加
し
ま
し

た
。こ
の
会
議
は
学
習
講
演
と
、

様
々
な
薬
剤
部
門
の
課
題
に
つ

い
て
各
県
連
や
法
人
が
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
の
報

告
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
他
法
人
で
の
取
り
組
み

を
自
分
の
県
連
や
法
人
に
戻
っ

た
際
の
参
考
と
し
推
進
す
る
目

的
が
あ
り
ま
す
。

　
１
日
目
は
全
日
本
民
医
連
副

会
長
の
柳
沢
深
志
医
師
の
「
緊

迫
す
る
情
勢
と
全
日
本
民
医
連

さ
ん
に
よ
る
、
実
際
に
ご
自
身

が
撮
っ
た
写
真
を
交
え
な
が
ら

の
記
念
講
演
、
そ
の
後
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
広
島
平
和
記
念

公
園
内
に
あ
る
記
念
碑
め
ぐ

り
と
、
資
料
館
見
学
を
行
い
、

そ
の
後
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
ー
に
戻
っ
て
、
被
爆
者
・

被
爆
者
相
談
員
の
波
田
保
子
さ

ん
に
よ
る
お
話
し
を
聴
い
た

後
、憲
法
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、グ
ル
ー

プ
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
重
点
課
題
に
つ
い
て
」
や
神

戸
大
学
医
学
部
付
属
病
院
薬
剤

部
長
の
平
井
み
ど
り
氏
に
よ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
求
め

ら
れ
る
薬
剤
師
像
」
の
講
演
を

聞
い
た
後
、
現
在
の
民
医
連
に

お
け
る
薬
剤
部
門
の
重
点
課
題

と
な
っ
て
い
る
薬
剤
師
確
保
、

薬
剤
師
政
策
、
非
営
利
一
般
社

団
法
人
移
行
、
無
低
診
、
Ｈ
Ｐ

Ｈ
、
薬
剤
師
外
来
、
副
作
用
モ

ニ
タ
ー
、
Ｑ
Ｉ
事
業
、
助
手
や

事
務
に
よ
る
調
剤
、
薬
学
生
夏

の
集
い
に
つ
い
て
各
県
連
か
ら

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

頃
管
理
者
会
議
や
県
連
の
委
員

会
で
耳
に
し
て
い
た
内
容
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
話

で
も
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
、

自
分
の
成
長
も
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
急
遽
司
会
を
指
名
さ

て
の
発
表
が
10
題
あ
り
、
私
も

そ
の
中
の
一
人
と
し
て
発
表
し

ま
し
た
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
フ
ァ
ル
マ
の
平
和
活
動
の

取
り
組
み
を
各
県
連
の
方
々
に

広
く
知
っ
て
頂
け
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
花
岡
反
核
平
和

委
員
長
の
ま
と
め
・
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
感
想
分
な
ど
書
い
て

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
い
て

れ
、
全
員
か
ら
活
発
に
意
見
を

発
言
し
て
も
ら
う
反
面
、
フ
ァ

ル
マ
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
つ

つ
と
か
な
り
疲
れ
ま
し
た
が
、

今
ま
で
様
々
な
研
修
で
Ｓ
Ｇ
Ｄ

を
経
験
し
て
き
た
こ
と
で
十
分

任
務
も
果
た
せ
ま
し
た
し
、
こ

れ
も
フ
ァ
ル
マ
で
私
を
成
長
さ

せ
よ
う
と
様
々
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
結
果
か
と
社
長

た
ち
の
顔
を
東
京
の
夜
景
に
浮

か
べ
涙
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り

非
常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
、骨
の
髄
ま
で
疲
れ
ま
し
た

が
フ
ァ
ル
マ
が
全
国
で
も
誇
れ

る
ほ
ど
様
々
な
分
野
に
力
を
入

れ
て
き
た
こ
と
を
認
識
で
き
た

会
議
で
し
た
。最
後
に
初
め
て
大

学
の
後
輩
と
会
議
で
会
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
！
後
輩
も
民
医

連
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ

て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

グループの皆さんと原爆ドームを背景に (右から2人目須藤さん)

ピースアピールやファルマ9条の会の他
様々な活動について発表してきました

全
日
本
民
医
連
薬
剤
部
門
代
表
者
会
議
　
in
東
京

弘
前
調
剤
セ
ン
タ
ー

　
薬
局
長

　
大
川
　
誠
也

u
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思
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
自
分

の
五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。
戦
時
中
や
沖

縄
の
現
状
を
写
真
で
見
た
り
、

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
当
時
か
ら

今
も
残
る
建
物
を
見
た
り
、
資

料
館
で
原
爆
に
よ
っ
て
溶
け
た

瓦
を
実
際
に
触
っ
て
確
か
め
た

り
、
実
際
に
被
曝
さ
れ
た
方
の

貴
重
な
お
話
な
ど
聴
く
こ
と
が

で
き
た
り
と
、
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
今
ま
で
知
っ
て
い
た
こ
と

で
も
、
実
際
に
現
地
に
行
き
確

か
め
る
こ
と
で
、
想
像
が

現
実
と
な
っ
て
自
分
の
中

で
確
か
な
も
の
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
県
外
で
の
活
動
は
初
め

て
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

で
の
交
流
を
通
し
て
、
全

国
に
は
同
じ
想
い
を
も
っ

た
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る

の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
楽
し
く
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

を
行
い
、
夕
食

交
流
会
で
班
ご

と
に
２
日
間
を

通
し
て
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
３
日
目
は
、

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
ー
に

て
、
各
県
の
平

和
活
動
に
つ
い
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―あなたの身近に　かかりつけ薬局―

uuuuuuuuuuuuuu

全
日
本
民
医
連

平
和
活
動
交
流
集
会

全
日
本
民
医
連

平
和
活
動
交
流
集
会
　
in
広
島
　

フ
ァ
ル
マ

　
一
ツ
谷
薬
局

　
須
藤
　
江
利
加



Pharmaizm100号を記念して、取り上げた記事を写真でご紹介します!

　社内報100号になるという
ことで、Pharmaizm(ファル
マイズム)の名付け親として
大変うれしく思います。この
Pharmaizmの名前は社内報
が始まる際に、社内報の名前
を会社で募集するということ

で、その頃から始まった日テレの「おしゃれイズ
ム」を参考としました。Ism(※社内報はizm)の
意味は主義や特徴、状態を表すもので、ファルマ
に付けることでファルマ的なという意味となり
ます。これからもファルマ的な社内報が続いてい
けばと思います。

　皆さま、社内報Pharmaizmの由来をご存知で
しょうか？今回は名付け親のあの方に再びその
意味を聞いてみました！

  100号記念特別版

Pharmaizmの名称について
弘前調剤センター　薬局長　大川　誠也

　地域のお宅に一軒一軒伺い、弘前市の高すぎ
る国保料の現状を訴え署名してもらいました。
2回に分けて行ったのですが、2回目の班は大
雨の嵐の中地域のお宅に伺い、全員ずぶ濡れで
帰ってくる…という出来事もありました。ちな
みに地域の方は国保料の大変な現状を知り、快
く署名してくれる方が多かったです。

　写真の2012年の弘前市を皮切りに、田舎館村、西
目屋村、大鰐町、平川市、黒石市、藤崎町、板柳町、中泊
町と懇談、要望書を提出しました。まだ実現には至っ
ていませんが、これからもいのちを守るこの取り組
みは職員一丸となって取り組んでいきましょう。

　2007年～ 2009年薬局まつりが開催されました。
調剤体験、お薬の相談、クイズ、屋台、社外の方のご協力
を得てお琴、フラダンスなど盛だくさんの内容で開催
しました。懐かしい写真の一部です。ちなみにピエロの
お一人はのちにファルマメンバーになったあの方です。

新システム稼働

会議室に作られた新システム仮想空間

2007年7月レセプトコンピュータの
入れ替えと同時に電子薬歴を導入

現在の形に

Before After

祝! Pharmaizm100号記念!!祝! Pharmaizm100号記念!!
― 今回でPharmaizmは100号を迎えました。そこで今回は100号記念特集をお送りいたします ―

国保料引き下げ署名

薬局まつり2007年～2009年

保険薬局へ無料低額診療
事業を適用させる運動

その他にもこんな行事を紹介してます

第　100　号 2015 年７月 20 日（2）社内報

　私が小学校から高校にかけての期間はちょうど巨

人が不滅の九連覇を成し遂げた時期と重なります。

私は野球を見るのも、するのも好きでした。その頃

は今と違ってテレビでは巨人戦の中継しかなかった

こともあり自然と巨人ファンになっていました。と

りわけ王と長嶋のコンビ、いわゆる ON 砲は凄かっ

たなあという記憶があります。後に長嶋に衰えが見

え始めた頃、王は待望の三冠王を獲得することにな

るのですが長嶋が現役バリバリの頃は二人で打撃三

部門を分け合っていました。当時私は王選手の熱烈

なファンでした。学校で仲の良い王ファンである友

達と「また長嶋に打点を盗まれたね」という会話が

日常でした。王はずば抜けた長打力があったため敬

遠も含め四球の数がもの凄く多かったのです。王が

歩かされた後に勝負強い長嶋がカーンという具合

だったのです。

　さて見るほうではなくするほうでは運動神経がな

い私も一生懸命？プレーをしていました。野球と

いうより三角ベースでしたが。右のサイドスローの

投手と対戦した時のこと、投手の手元が狂い投げた

ボールがどんどん私に近づいてきました。そう私は

左バッターなのです。おわかりかと思いますが右サ

イドスローからのボールなので逃げても逃げても近

づいてきます。そしてついには私の大切なところに

ガツーン！痛さに耐えきれず号泣しました。

あの頃のわたし
代表取締役　石川　隆之

豪華版

野球少年だった当時の石川社長（左）



東日本大震災

Pharmaizm100号を記念して、取り上げた記事を写真でご紹介します!

　今のシリーズ「あの頃のわたし」の前は「○○の部
屋」がシリーズ化されていました。その中で職員の皆
さんの意外な趣味等が発覚！委員のアンコールに応
えてくれ、あの方があの趣味の続きを教えてくれま
した。

　100号記念おめでとうございます。
　ま～さんの部屋で私は以前、毛糸で作る編みぐる
みを紹介しました。
　そもそも始めたきっかけが生協チラシに載ってい
た、編みぐるみの本の表紙の小さなワンコがかわい
い！！と思って作りたいな～という気持ちだけで始
めたわけなのです。さっそく本を買って、かわいいワ
ンコをたくさん作るぞー！っと意気込んで取りかか
りましたが…まあ難しい…本の通りにやっているの
に頭がいびつな形になるのは何で？？と一生懸命頑
張ってみたのですが、結局できなくて断念してしま
いました。
　今は好きなことというのとは違うかもしれません
が、ワインをよく好ん
で飲んでいます…が、
ワインに詳しいとか
ではありません。ただ
好きで飲んでいます。
苦手な方は、ワインに
フルーツを漬けた「サ
ングリア」が飲みやす
いと思います。私もよ
く買って飲んでいま
す。スパークリングワ
インもおすすめです。
　最近買って美味し
いと思ったのは、「ペ
スカ」という桃のス
パークリングワイン
です。桃の果汁が入っ
ていてほんのり甘い
ので、カクテルのよう
な感じです。
　ワインに詳しい方、
おいしいものがあっ
たら教えてほしいで
す。

　2011年からファルマでは実務
実習生の受け入れをしています。
実習生の中には現在ファルマで活
躍しているメンバーが！

以前はまっていた編みぐるみ

今はまっている
スパークリングワイン

　2011年 3月 11日午後 2時 46
分、大きな地震がありファルマの各
薬局は停電になりました。当日は何
も情報がなく不安が大きかったので
すが、それでも患者様のために何が
できるか必死で考えながら業務をし
ている様子を撮影したのがこちらの
写真です。その後、東日本の未曾有
の被害や原発事故を知り、被災地の
ために何かしたいと職員がひとりひ
とりが強く思い、現在も活動を続け
ています。

本部舘田次長が参加した厚生事業協被災
者支援活動in石巻の様子

　今回でPharmaizmは100号を迎
えました。これも社員皆様のご協力
のおかげです。お忙しい中、いつもあ
りがとうございます。これからもよ
ろしくおねがいします。

Pharmaizm編集委員一同

1
0 0 号 を 迎 え

て

祝! Pharmaizm100号記念!!祝! Pharmaizm100号記念!!
― 今回でPharmaizmは100号を迎えました。そこで今回は100号記念特集をお送りいたします ―

実務実習生 
2011年～

AED講習会

浪岡
健康
まつ
り

（2
009
年）

中弘健康まつり

カルチュアロード

県連学
術運動

交流集
会

その他にもこんな行事を紹介してます

チャリ
ンコキ

ャラバ
ン

日本薬剤師会
学術大会

第　100　号（3）2015 年７月 20 日 社内報

ま～さんの部屋
ファルマ 一ツ谷薬局　主任　佐藤　真由美
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講師の鈴木剛氏

第　100　号 2015 年７月 20 日（4）社内報

―健康と笑顔　薬でサポート―

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

連
合
学
会
学
術
大
会
　

in
つ
く
ば

藤
代
薬
局

　
薬
局
長

　
相
馬
　
　
渉

　
６
月
12
日
～
14
日
、
６
回
プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
術
大

会
は
多
く
の
参
加
者
が
全
国
か

ら
集
ま
り
、
茨
城
県
つ
く
ば
市

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
医
師
を
中
心
と

し
、
そ
の
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

が
多
数
参
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
取
り

入
れ
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
と
い
う
テ
ー

マ

で
、
ポ

ス

タ
ー
発
表「
ケ

ア
カ
フ
ェ
と
い

う
ト
ー
ク
型
地

域
活
動
か
ら
見

え
て
き
た
も

の
」
を
行
い
ま

し
た
。
ケ
ア
カ

フ
ェ
は
現
在
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
、
人
気
が

あ
る
の
で
多
く
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　「〝
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
〟
を
医
療

現
場
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し

ま
し
た
。
今
や
世
界
有
数
の
企

業
と
な
っ
た
ト
ヨ
タ
が
一
時
、

経
営
危
機
に
陥
っ
た
時
、
そ
の

復
活
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が

〝
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
〟
と
い
う
作

業
の
効
率
化
で
す
。
そ
の
元
と

な
っ
た
の
は
Ｔ
Ｗ
Ｉ
と
い
う
職

場
教
育
の
手
法
で
、
仕
事
の
教

え
方
や
改
善
の
仕
方
、
人
の
扱

い
方
な
ど
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
筑
波
大

学
総
合
診
療
科
で
は
こ
の
Ｔ
Ｗ

Ｉ
を
医
療
現
場
に
応
用
し
、
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、
作
業
効
率
化
を

図
り
、
合
理
的
な
教
え
方
を
体

ポスター発表する相馬薬局長

　６月18日(木)弘前市社会福祉センターにて、弘前調剤センター木村太
郎薬剤師がパーキンソン病患者会へ「パーキンソン病薬の副作用につい
て」出張出前講座をしました。同じく18日(木)社会福祉法人花へ「お薬の
飲み方について」のテーマで藤代薬局相馬渉薬局長が出張出前講座をし
ました。和やかな雰囲気の中、多くの質問が出ました。

講義中の木村薬剤師

　弘前調剤センター
とファルマ 一ツ谷薬
局では、花壇やプラン
ターに花や野菜など
を植えています。患者
様からも大変好評で
毎朝声をかけていた
だきます。たまには育
て方を相談したりと、
患者様との会話が弾
んでいます。

　６月14日(日)浪岡中央公
民館にて県連臨時総会が開
催されました。今回の臨時
総会は健生病院の新築移転
計画を確認する大事な総会
でした。ファルマからは８
名の代議員が選出されまし
た。

お花の通路

センター薬事課では毎朝早
く来て水をあげています
（左から石岡さん、住吉さん）

一ツ谷では患者様に育て方を相談したり？

分科会の様子（写真左　福士薬局長）

得
す
る
こ
と
で
、
患
者
に
質
の

高
い
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
職
員
が
や
り
が
い

を
も
っ
て
働
け
る
環
境
を
作
り

上
げ
る
こ
と
で
し
た
。
普
段
何

気
な
く
行
っ
て
い
る
業
務
の
中

に
、
無
駄
が
潜
ん
で
い
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
に
気
が
つ
か
さ

れ
ま
し
た
。
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
業
務
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
薬
剤
師
が
様
々
な
医
療
職
種

と
深
く
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
生
涯
学
習
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
全
国
的
な
学
会
な

ど
に
参
加
し
刺
激
を
受
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。ぜ
ひ
一
度
、プ

ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
学

術
大
会
に
度
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
６
月
13
日
（
土
）
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
に
て
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
立
地
反
対
連
絡
会
主
催

の
学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
鈴
木
剛
氏
で
、
テ
ー

マ
は
「
原
発
・
核
燃
を
め
ぐ
る

情
勢
と
住
民
運
動
～
原
発
回
帰

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
根
本
的

転
換
を
め
ざ
し
て
～
」
で
し

た
。い
た
だ
い
た
資
料
の
中
に
、

〝
福
島
原
発
事
故
か
ら
４
年
以

上
経
っ
た
今
で
も
、
放
射
能
汚

染
水
の
外
洋
流
出
等
事
態
は
収

束
に
向
か
っ
て
お
ら
ず
危
機
的

状
況
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
政
権
が
２
０
３
０

年
の
電
源
構
成
と
し
て
原
子
力

発
電
を
20
～
22
％
と
す
る
計
画

を
提
示
し
た
〟
と
い
う
旨
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
習
会

で
は
、
各
方
面
の
発
行
す
る
資

料
に
基
づ
い
て
、
政
府
が
主
張

す
る
原
発
の
コ
ス
ト
の
安
さ
や

安
全
性
に
つ
い
て
否
定
し
、
原

発
が
い
か
に
危
険
で
、
人
の
手

で
制
御
で
き
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。「
私
た
ち
は
、
福
島

原
発
事
故
の
危
険

性
を
学
習
し
、
原

発
再
稼
働
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
の
声
を
広
げ
、

原
発
を
や
め
さ
せ

な
く
て
は
な
ら
な

い
。」
と
、
講
師

を
さ
れ
た
鈴
木
氏

が
最
後
に
い
わ
れ

た
言
葉
が
印
象
的

で
し
た
。
私
た
ち

は
、
こ
の
危
険
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

を
再
稼
働
さ
せ
よ

う
と
す
る
動
き
を

止
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
、
改
め
て

そ
う
感
じ
た
学
習

会
で
し
た
。

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
立
地
反
対

連
絡
会
学
習
会
に
参
加
し
て

本
部

　
樋
口
　
友
里

質問に答えている相馬薬局長（写真奥）

出張出前講座

県連臨時総会

会話がはずみます！


